
ポリテクセンター宮城に通所して、座学や実習を通じて
建築の基礎を学ぶことが出来ました。座って話を聞くとい
うのが久しぶりだったこともあり少し大変に感じたことも
ありましたが、実際に仕事に就き、説明を受けている時に
聞いた用語が何を表しているのか思い出す事で学んだこと
を活かして仕事を行うことが出来ました。

自分のやりたい事、興味のある事を
学び、就職に繋げる事ができました！

職業訓練を考えている方へ

修了生の活躍事例

住宅リフォーム科
(６か月訓練)

[ ⇒ 前 職 ： 小 売 業 ]

採用者の声Ｎさんの業務

ワタヒョウ株式会社

令和４年１０月 入所
令和５年 ４月 修了

就職先企業での活躍

ワタヒョウ株式会社（宮城県仙台市）

昭和14年11月創業。創業以来、セントラル硝子・ベニープロパンガス（現・ENEOSグローブ）・日軽アルミ
サッシ（現・LIXIL）・ガソリン等石油製品等、多種多様な事業に携わっている。近年では、平成30年に街づくり
事業部発足を発足し、令和4年にリフォーム事業部発足・リフォームショップ開店を行った。

（街づくり事業工事例）
・硝子工事・鋼製建具工事・各種杭地業工事・地盤改良工事・耐火被覆・断熱工事・ＩＳベース工事
・外壁工事（クリオン・アスロック・サイディング等）・エクステリア・外構工事

現在ポリテクの修了生１名が活躍

Ｎ さん（４２）

リフォーム事業の現場見学をして実物をみて勉強し
ながら、お客様の対応やチラシ作成などの接客業を
行っています。最近は見積書、手配関係の書類作成及
び、材料の受発注を担当することもあります。
また、JWCADを使用した建具図面の作図も行ってい
ます。

インタビュー日：令和5年11月17日

取締執行役員 営業本部
街づくり事業部長 Ｋ 様

前職は小売業で働いていましたが、別の業種へ転職を考

えていました。離職後、ハローワークの職業訓練窓口で住
宅リフォーム科のチラシを見つけ、その内容が自分の学び
たいと思った事と近かったので受講することに決めました。

私は元々、リフォーム事業に興味があってこの訓練を受けました。勿論その訓練の
中でも楽しいと感じる内容や、あまり興味のない内容もあると思います。私は実習は
楽しめましたが、座学は苦手でした。しかし、少しでも興味がある方は実際にやって
みる事をお勧めします。座学も実習も様々な経験をする事で、自分には何が向いてい
て、何が向いていないのかが分かるようになります。また、それも含めて自分はどの
ような職種に進むべきか、就職活動をする上での判断材料にする事でより充実した就
職活動を行う事ができると思います。

将来、リフォーム事業部に行けるようになりたいと考えています。
現在私は営業本部の街づくり事業部に所属しています。ポリテクセンター宮

城では建築業で使用する用語や、必要書類の具体的内訳といった知識を習得す
る事が出来ましたが、本当に基礎の基礎といった内容なので、まだまだ知らな
い用語や技術、対人でのやり取りが沢山あります。現在はそういった知らない
部分を現場を見学しながら学び、2級建築士の勉強も並行して進めています。
ゆくゆくは経験を積み、資格を取得し、自分の希望している部署に行けるよう
頑張ります。

Ｎさんは入社した当初から建築関連の用語をある程度理
解していたので、説明したり情報共有で滞る事が少なかっ
た。また、JWCADも出来るので早い段階で図面の作図を
指示できるのも良かったと感じた。これから建築業界に進
む方は、建築業界でよく使用する用語について学ぶことは
勿論、面接などでは、はきはきと円滑にコミュニケーショ
ンがとれる用に面接練習を頑張って欲しいと思います。


